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刑事弁護の基礎知識

本書は，2013 年 5月号～ 2014 年 4月号の本誌連載をもとにした刑事弁護の「考え方」を
解説したものです。法廷における尋問や書式の書き方といった刑事弁護の「技術」を扱った
本は多く出ていますが，それらとは異なり，本書は「ケース・セオリー」という結論を導く

説得的な論拠をどうやってつくりあげていくかを，具体例に沿って解説しています。連載時と異なる点
としては，①具体的な事件に沿って，どのようにストーリーを組み立てるかが検討されている部（第 2
部）と，②量刑を争う量刑事件についての詳細な解説を行う部（第 3部）を追加した点です。細かな
法解釈を扱うのではなく，具体的な設例に沿って，どう弁護するかを考えるものなので，法科大学院生
や刑事弁護経験の少ない若手弁護士の方はもちろん，法学部生でも読みやすい本となっています。是非
一度手にとってみて下さい！（山宮）
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刑事弁護の「セオリー」を学ぶ。
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